
 

 

 

 

 

☆どんな夏休みでしたか？ いよいよ 2学期のスタートです！☆ 

今年の夏も、昨年に続き、新型コロナウイルス感染症予防に留意しながらの夏休み

となりました。1学期を元気に過ごすことができた子どもたちでしたが、夏休みは

どんなふうに過ごしたでしょう。7月末のサマースクールの際には、夏休みの宿

題や水泳に元気いっぱいに取り組む姿が見られました。夏休みに楽しみにして

いることは何かとたずねると、「家族とバーベキューをするのが楽しみ」「いとこ

と会って遊ぶのが楽しみ」「流れるプールに行きたい」など、それぞれに楽しみにしている

計画があるようでした。計画は実行できたでしょうか？ 

2学期の始業式（8月２７日）に、元気に登校してくれるのを楽しみにしています。 

「新型コロナウイルス感染症防止対策」 今一度、気を引き締めて！ 

学校においても、次の内容に留意しながら、最大限の感染防止対策を行い、教育活動を行

ってまいります。各ご家庭でも引き続きご協力よろしくお願いいたします。 

□毎日の健康観察（家庭での検温） □手洗い・うがいの徹底  

□登校後朝の検温、給食前の検温の徹底 □こまめな消毒  

□室内の常時換気 □給食は黙食 □歯磨き中は話さない 

□三密（密閉・密集・密接）を避ける ※間隔をしっかりあける  

□給水やトイレ等休み時間においても密にならないようにする 

□通学バス（タクシー）の中は無言で乗車し、決められた座席で 

□あいさつは、時、場合、場所を考えて（会釈等もあり得る）  

□マスクを外している時には話をしない □授業中の対面や班活動は当面しない 

□運動時以外はマスクを着用する 

（※不織布マスクが効果的ですが、児童の実態等に応じてマスクをご準備ください。 

また、破れていないか、ゴムひもはゆるんでいないか等確認をお願いします。） 

 

◆8月の豪雨 山鹿市鹿北は、総雨量１０００ミリを超える◆ 

8 月の中旬は、連日、全国版のニュースで山鹿市鹿北町の降水量が放送されました。不安

な毎日を過ごされたのではないでしょうか。豪雨による被害に遭われた方や、避難をされた

ご家庭もあったかと思います。被害に遭われた皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

防災に関する関心を高く持ち、その時に応じた行動がとれるよう、学校でも子どもたちと

一緒に考えていきたいと思います。各ご家庭でも、災害時の避難の仕方等について家族で話

し合う機会を持っていただければと思います。 
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特別支援教育 一人一人を大事に 必要な時に 必要な応援（支援）をします！ 

私たちの「学びの姿」を見てください！（特別支援学級の様子を紹介します） 

鹿北小学校には「あおば学級」と「そよかぜ学級」があり、それぞれの子どもたちの実態

に応じた学習を進めています。一日のうち数時間は、特別支援学級の教室で学習をしますが、

その他の活動は、各学年（交流学級）で一緒に行います。また、小中学校の特別支援学級で

合同学習も行っています。様々な体験を通して学習を進め、学びを深めているところです。 

＜小中合同梅ちぎり＞ 縦割り班での活動で、中学生が小学生を優しくリードしてくれました。 

 

  

 

 

 

＜支援学級での学習の様子＞ 各教室での学習の様子です！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型テレビに映し出された絵を見なが

ら集中して学習しています 

今日の学習の流れとめあてを確認しな

がら学習をすすめています 

 

漢字カードやタブレットを活用して国

語の学習をしているところです 

子どもたちの中には、学校生活を送るうえで、こんな困りや不安、悩みを持つ子もいます。 

「じっと座っておくのが苦手で、そわそわ動いてしまう」「聞き違いや聞きもらしがある」「聞い

たことをすぐに忘れてしまう」「いつもと違うことや急な変更についていけずに戸惑ってしまう」

「がまんが苦手で、ささいなことで腹を立てたり、かんしゃくを起こしたりする」「自分の気持ち

をうまく言えず、友だちと関係を作れない」「周りの人が嫌がったり迷惑したりすることをつい言

ってしまう」「集団での遊びやゲームでルールの理解が難しく、最初から入れなかったり、途中か

ら抜けてしまったりすることがある」「含みのある言い方や遠回しな言い方を言葉通りに受け取っ

てしまう」・・・等 

このようなことで困っている子の中には、学年が進むにつれて、学習の遅れが出てきたり、対人

関係がスムーズにいかなかったりするなど、持てる力を十分発揮できない場合があります。これら

のことは、保護者の育て方や本人の甘え・わがままとは異なります。ご家庭と学校が連携し合い、

専門家のアドバイスをもとに、特性を理解した支援がとても大切な子どもたちです。 

何か、気になられることやお悩みがありましたら、特別支援教育コーディネーター（池田）また

は各担任まで、いつでも、ご遠慮なくご相談ください。鹿北小学校 電話 ３２－３３３４ 


